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一 二つの 角度 

「演劇と 政治」 とい ふ 題目 を 与 へられた が、 私 は r 演 

劇」 について 語り 得る ほど 「政治」 について 語る こと 

はでき ない。 自然、 この 一文 は、 演劇と 政治との 関係 

を、 「政治」 の 側からで なく、 「演劇」 の 立場から 述べ 

る ことになると 思 ふ。 

しかし、 「政治」 なる ものの 概念が、 近頃で は少 しづ 

つ 「わが国の かく あるべき 政治」 の 概念に 引戻されて 

来た やうで あるし、 さう なれば、 政治 技術の 面で はと 

も かく、 常識と しての われわれの 思考の 範囲で、 いく 



つ てみ る Y J とに する。 

平安朝の 末から 鎌倉時代に かけて、 田楽と 呼ばれる 

演芸 (田植 の 時に 農村で 行 はれた 慰安 行事が もとの 起 

りで、 これが 神事 や 仏事の 余興と して 広く 用 ひられる 

やうに なった) がわが 国に 於け る 演劇の 最も 原始的な 

ものであるが、 北 条高時 はこれ を 非常に 愛好し、 特別 

な 庇護 を 加へ、 自ら も 舞台に 立つ とい ふ 熱心 ぶりで あ 

つたと 伝 へられる。 当時、 京都の 四条 河原に 大 仕掛の 

勧進 田楽が 催され、 観衆が 殺到して 遂に 桟敷が 落ち、 

多数の 死傷者 を 出した。 劇場 施設に 対する 為政者の 注 

意が 恐らく この頃から 払 はれたら うと 推察され る。 田 



落ち、 仇 討が すたれて 心中が 流行 するとい ふやうな 現 

象が 目立って ゐる。 

若衆 歌舞伎が 禁止され たの は 少し 遡って 承応 元年の 

ことで あるが、 それ以来、 演劇的 興行に 対する 政令の 

干渉 は、 殆ど 枚挙す る遑 がない くら ゐ である。 

参考の ために その 主なる もの を 挙げてみ よう。 

明 暦 元年 五月 —— 「跡 々より 御法度の 通り、 狂言 尽 

し (俳優の こと) 大名屋敷 方へ 呼 候 共 伺 公 仕リま 

じく、 衣裳 結構なる もの 着せ まじく、 其の上、 「人 

多に 奢リ たる 狂言 仕り まじく」 「狂言 尽 しの 者、 仮 



令 一両 人 御屋敷 方へ 呼 候 共、 罷 越し、 島 原の 真似 

(傾城 買 ひのこと) 仕る まじく」 云々。 

同、 四 年 正月 —— 女方の 鬟及附 け 髪 を 用 ふること を 

禁止、 諸 芝居へ 島 原 狂言 を 仕組み、 傾城の 真似す 

る こと を 禁ず。 

同、 八 年 三月 —— 役者の 衣類 は 絹、 袖、 木棉、 舞台 

にて は 平 島、 二重、 袖 たるべく、 紺屋 染物、 紫 裏、 

紫 頭巾、 繡類、 一 切 を 禁ず。 野郎 (青年 俳優の こ 

と) 舞台 を 了り て 奉公人 (武士の こと) と 出会 ふ 

ベ からず、 百姓 町人たり とも 参会 長座す ベ からず。 

延宝六 年 三月 —— 「役者 共、 武家 方 並 町方 等へ 罷越 



し、 長居 致 候 上、 一 泊 致 候 旨 も 有 之 やに 相 聞え、 

以ての外に 付、 以来 は 被 招 候と も 一切 相 越 申 まじ 

く」 「役者 住居の 儀 も、 堺町、 葺屋 町、 木 挽 町、 最 

寄に 住居 致し、 伹素 人家に 同居 は不相 成、 又 他 業 

の 者 を 同居に 差 置 申 間 敷」 と 命ぜら る。 

同、 十二 年 二月 —— 青年 俳優の 外出 を 厳禁す。 

元禄 一 一年 五月 —— 江戸 中の 野郎 残らず 鬢の 厚さ 五分 

に 剃 下し、 早々 御 番所へ 出で、 御 眼に かけべき こ 

と。 

同、 十六 年 二月 時事 を 劇に 演ずる こと を 禁ぜら 

る (前年 赤 穂 義士の 討 入 あり)。 



て、 「余 は "ilonngtes ilommes" のために 喜劇 を 作る」 

とい ふ 意味の 宣 言 が 伝 へられて ゐ るが、 Isnngtes 

hommes と は、 この 時代に 於て 正確に 何 を 指して ゐ 

るか 私に はわから ぬながら、 およそ、 「素姓 正しき 人々」 

のこと を 云って ゐる らしい。 「身分 高き 人々」 ではな 

いこと を 特に 明かに した もので、 その 点、 モリエ— ル 

の 言葉 だけに、 多分に 時代の 風潮 を 暗示して ゐる。 序 

に 云へば、 モリエ ー ルの 面白い ところ は、 劇作家と し 

ての 才能の 非凡 以外に、 王の 寵遇 にも拘らず、 その 寵 

遇の 故に 却って 自己 を 赤裸々 に 発揮し、 王の 側近たり 

とも 容赦せ ず、 権勢の 代表た る 貴族と 僧侶と に 鋭い 諷 



剌の戈 を 向けた ことで ある。 

ここで 私 は 為政者の 考慮 を 煩 はした い ことがある。 

わが国に も 嘗て は その 例がない わけで はない が、 かか 

る 諷刺 を 受けた 当の 貴族 僧侶が、 個人的に 関係 はなさ 

さう だとい ふ 理由で、 苦笑しながら も その 舞台に 喝采 

を 送って ゐ ると いふ 図で ある。 わが国の 狂言に は、 低 

能と も 思 はれる 大名が 屢 M 登場す るが、 これ は、 作者 

が、 殿様と 呼ばれる 階級の 世情に 通せざる こと を 戯画 

的に 諷刺した ものに 相違な く、 しかも、 これらの 笑劇 

は 殿様 連中の 好みに 最も 適って ゐ たので ある。 見物 中 

に 機嫌 を 損じ、 座 を 蹴る 殿 漾 がゐ たと すれば、 これ は 



益 M 跳へ 向きの 狂言 的 人物な ので ある。 

要するに、 演劇の 魅力 は、 それが 何等かの 意味で、 

「自分た ちの 生活」 の 再現で あり、 その 中に、 新しい 自 

分、 かくされて ゐた 自分、 眠って ゐた 自分 を まざ まざ 

と 生きた 姿に 於て 発見 するとい ふこと である。 芸術的 

陶酔と ともに 自己 浄化、 自己 反省の 機会が ここに ある _ 

演劇の 教化 力 はか かる 意味に 於て 考 へられなければ な 

らな いので ある。 

諷刺が 侮辱と なる の は、 作家の 精神に 不純な ものが 

混入して ゐる 時で あるか、 すべての 諷刺 を 侮辱と 解す 

るの は、 観る ものの 精神が 幼稚で あるか、 脆弱な 証拠 



人よりも 演劇的 訓練 を 受けて ゐる。 ドイツに 於て は、 

演劇が 早くから 政治の 面に 結びつき、 劇場の 多く は 公 

の 機関と しての 性質 を 帯び、 劇 芸術 は 国民 鍊 成の 具と 

して、 教練、 音楽と ともに 政府の 手で 急速に 普遍 化さ 

れ たので ある。 

ドイツば かりで はなく、 フランス でも、 イギリスで 

も イタリア でも、 演劇が 社会教育 的に 利用され、 例へ 

ば 国立劇場へ は 父兄が 子女の 鎂け のために 彼等 を 同伴 

するとい ふやうな 風は屢 M 見られな いこと はない。 第 

一 に そこで は、 国民 尊崇の 的で ある 古典的 劇詩 人の 傑 

作に 親しみ、 最も 正確に 且つ 巧妙に 話される 国語の 美 



は ゆる 「K . D • F」 の 名が 世界に 暄 伝され た。 要す 

るに 農村、 工場 等 を 巡回して 演劇、 演芸な ど を 生産 勤 

労 者の 集りに 上演し、 大いに 士気 を 鼓舞し ようとい ふ 

ナチ ス 独特の 組織的 宣伝 隊 である。 この 費用 は 全部 国 

庫から 出る もので 数 億円の 予算が 計上され てゐ ると 聞 

くが、 かう いふ 仕事に すぐさま 動員で きた ドイツ 青年 

たち は、 決して、 この 運動が 起って はじめて 急 ごしら 

へに 教育 を 受けた ので はなく、 既に 彼等 は、 必要な 基 

礎 的 訓練 を、 幼少の 頃から 身に つけて ゐ たに 違 ひない 

ので ある。 

近代国家の 演劇 政策 を 通じて 見逃す ベ からざる こと 



は、 対外 文化 宣伝に これ を 利用す る ことで ある。 前大 

戦中、 フランス 政府が 巴 里の 一 研究 劇団に 過ぎぬ ヴィ 

ユウ. コロン ビエ 座 を 紐 育に 派遣し、 満ニ 年間、 常設 

的に その 上演 目録 を 公開せ しめた 如き は、 その 最も 顕 

著な 例で あるが、 もともと、 演劇 は その 綜合 性の ゆ ゑ 

に、 一国の もつ あらゆる 文化的 特質の 鳥瞰図、 案内書 

の 如き ものであって、 外国旅行 者 は 必ず 世界 各 都市の 

劇場 を訪 ひ、 それが 若し 相当の 名士なら ば 俳優と 楽屋 

で 会 ひ、 夜食 を倶 にし、 若し それが 素寒貧 書生なら ば、 

せめて 記憶に 残った 名優の プロ マ イド を 買って 帰る の 

である。 



では、 専門の 技術 教育 を 施す ほかに、 品位と 機才に 富 

むい は ゆる 「民衆の 偶像」 を 作り出さ うとして ゐ るの 

である。 

演劇 政策 はまた 文芸 政策と 表裏 一 体の 関係 を もた ね 

ばなら ぬ。 なぜなら、 上演 脚本の 生産 は 劇場に 於て と 

同様、 文学者の 書斎に 於ても 亦な される からで ある。 

近代国家が 文芸 政策の 中心として 取り上げ たの は 云 

ふまで もな く、 文芸 院の 設立で ある。 文学者 中、 国家 

が 認めて 第 一 流と 目す る 詩人、 小説家、 劇作家、 評論 

家、 歴史家、 新聞記者 等 を 会員に 推し、 (会員 は 新 会員 

の 選挙権 を もつ のが 普通で ある) 主として、 自国 文化 



の 昂揚と いふ 点から 見た 文芸作品 或は 研究の 選 賞、 自 

国語の 純化 を 目的と する 綜合 辞典の 編纂 改修、 外国 文 

学者 及び 外国 文学界との 公式の 交歓に その 任務が あり、 

会員 は 老後の 生活 を 保証す るに 足る 年金 を 受ける 制度 

にな つて ゐる やうで ある。 

欧米諸国に 於て、 この種の 機関 は 殆ど 例外な く 存在 

する けれども、 それぞれ 多少の 特色 を 示して ゐて、 そ 

の 使命 及び 業績 は 一様と は 云 ひ 難い。 フランスの ァカ 

デミ ィ. フランセ ェズ (翰林院) は その 歴史 最も 古く、 

十七 世紀 ルイ 十四 世の 時代に 創設され たもので あるが、 

会員 中には、 文学者の みならず、 フォッシュ の 如き 軍 



人 も はいって をり、 科学者、 宗教家な ども、 その 学識 

の ゆ ゑに いは ゆる 「不滅の 名」 に 加 へられて ゐる もの 

が ある。 

そこで、 この 文学 ァカ デミ ィは、 演劇に 於け る 戯曲 

の 地位 を 確保す るば かりで なく、 その 傾向に も ある 種 

の 影響を及ぼす ものであって、 もとより、 ァカ デミ ィ 

はァカ デミ ィ としての 官学 臭 を 帯び ざ る を 得ず、 - J れ 

に対して、 絶えず 野党 的 批判 は あるに しても、 少 くと 

も 営利 を 主と する 商業 劇場に 対して、 国立劇場の 存在 

と共に、 相当、 牽制の 役割 を 果して ゐる こと は 事実で 

ある。 



いふよりも 寧ろ、 その 国の 芸術 政策が 何人に よって 樹 

てられる かにより、 様々 な 工夫の 跡が 見える。 

ナチ ス 政府 は、 党の 一 機関と して、 宣伝 省の 外廓に 

クル トウ— ル • カンマ ァ (文化 院) なる 芸術 文化 各領 

域の 職能 組織 を 確立し、 文学 も 演劇 もこれ を 一 元 的 機 

構の なかで 統制 指導す る 制度 を 採用した。 

フランスに 於て は、 戦前まで、 文部省が 芸術 政策の 

運営 実施に 当り、 文学作品 も 上演 脚本 も 共に、 芸術 局 

がその 検閲に 当って ゐた。 議会に 於ても、 有力な 代議 

士が 政府の 検閲 方針に ついて 質疑 的 批難 を 加 へれば、 

文部大臣 並に 芸術 局長が、 堂々 これに 応酬 するとい ふ 



光景が 屢 M 見られた ので ある。 

演劇 政策の 行政 的な 現れ 方 は、 いは ゆる 自由主義 時 

代まで、 わが国に 於て は、 主として 劇場 並に 劇場 関係 

者 取締 及び 脚本 検閲なる 形に 於て しか これ を 見る こと 

がで きなかった ので あるが、 近代国家 としての 発展に 

伴って、 やう やく 「演劇 法」 の 制定が 計画せられ、 保 

護、 助成、 指導の 方向へ 一歩 踏み出さ うとして ゐるこ 

と は 慶賀に 堪 へない。 

しかしながら、 日本の 演劇の 特殊性に 鑑み、 ここに 

大いに 留意すべき こと は、 明治維新 この 方、 政府 はわ 

が 演劇に 対し、 この 本質的な 問題 を 如何に 取扱 ひ、 こ 



ない とも 云へ るし、 わが 演劇 自体 もまた、 今日まで 真 

に 国民生活の 強化に 役立 つて ゐ たか どうか 甚だ 疑 はし 

ヽ o 

レ 

そもそも 国の 力と いふ もの は、 いろいろな 要素から 

成って をり、 様々 な 形で 現 はれて 来る ものである。 戦 

争に 勝つ こと は、 むろん 国力の 強大 を 意味す る けれど 

も、 同じ 勝ち 方に も いろいろ ある。 有効に、 確実に、 

そしてき れいに 勝たなければ、 ほんた うに 勝った と は 

云へ ない ので ある。 これが 日本の 目指す 勝利で あり、 

この 勝利な くして は、 日本の 理想に 到達す る ことの 困 

難で ある こと を、 われわれ は 肝に 銘 じて ゐ るので ある _ 
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